
岸
田
自
公
政
権
は
、
12
月
臨
時
国
会

を
閉
じ
た
と
た
ん
安
倍
・
菅
政
権
で
も

や
れ
な
か
っ
た
「
専
守
防
衛
」
を
投
げ

捨
て
、
敵
基
地
攻
撃
兵
器
ト
マ
ホ
ー
ク

な
ど
43
兆
円
の
大
軍
拡
、
米
軍
指
揮
下

で
の
日
米
一
体
作
戦
な
ど
「
安
保
３
文

書
」
を
閣
議
決
定
。

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
以
降
、

「
可
能
な
限
り
原
発
依
存
度
を
低
減
す

る
」
の
方
針
も
か
な
ぐ
り
捨
て
、
新
増

設
を
は
じ
め
原
発
活
用
１
８
０
度
転
換

し
ま
し
た
。
国
政
選
挙
も
な
く
、
国
会

審
議
も
せ
ず
、
一
片
の
閣
議
決
定
で
勝

手
に
決
め
る
と
い
う
立
憲
主
義
破
壊
の

独
走
は
許
せ
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
、
低

賃
金
、
不
況
、
物
価
高
で
苦
し
む
国
民

生
活
を
無
視
し
、
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
、

財
界
言
い
な
り
で
す
。

岸
田
首
相
は
、
通
常
国
会
を
無
視
し
て

13
日
に
は,

馬
毛
島
へ
の
米
空
母
艦
載

機
着
陸
訓
練
に
伴
う
基
地
建
設
着
手
を

手
土
産
に
バ
イ
デ
ン
大
統
領
と
会
談
に

の
ぞ
み
ま
し
た
。
暮
ら
し
破
壊
や
統
一

協
会
と
の
癒
着
解
明
を
求
め
る
声
も
聴

か
ず
、
や
り
た
い
放
題
の
岸
田
自
公
政

権
に
国
民
の
怒
り
が
広
が
り
、
支
持
率

が
下
が
り
続
け
て
い
ま
す
。
通
常
国
会

で
の
追
及
、
統
一
地
方
選
挙
で
審
判
を

下
し
、
岸
田
自
公
内
閣
は
や
め
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

１
９
８
７
年
、
中
曽
根
内
閣
に
よ
っ
て

消
費
税
の
前
身
で
あ
る
売
上
税
導
入
が

た
く
ま
れ
た
と
き
、
統
一
地
方
選
挙
で

自
民
党
が
３
０
０
議
席
近
く
後
退
、
売

上
税
を
断
念
さ
せ
ま
し
た
。
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大
軍
拡
の
危
険
な
暴
走
、
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
よ
う

２
０
２
３
年
１
月
４
日
、
新
春
初

詣
宣
伝
を
消
費
税
を
な
く
す
東
京
の

会
、
江
東
の
会
、
消
費
税
廃
止
江
東

各
界
連
絡
会
が
合
同
で
行
い
ま
し
た
。

黒
い
ス
ー
ツ
を
着
た
社
員
が
揃
っ

て
景
気
回
復
を
願
っ
て
参
拝
す
る
門

前
で
、
東
京
の
会
、
江
東
民
商
、
新

婦
人
、
生
活
と
健
康
を
守
る
会
の
メ

ン
バ
ー
20
人
が
消
費
税
５
％
に
減
税
、

イ
ン
ボ
イ
ス
反
対
の
署
名
を
訴
え
ま

し
た
。

東
京
の
会
か
ら
は
「
安
倍
・
岸
田

自
公
政
権
で
景
気
が
最
悪
な
っ
て
い

ま
す
。
景
気
の
回
復
は
神
様
に
お
願

い
す
る
の
も
悪
く
な
い
で
す
が
、
消

費
税
を
５
％
減
税
す
れ
ば
、
物
を
売

る
人
も
買
い
う
人
も
み
ん
な
影
響
を

受
け
る
、
減
税
を
拒
否
し
て
軍
事
費

を
増
や
す
岸
田
自
公
政
権
を
変
え
ま

し
ょ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
江

東
民
商
か
ら
は
「
消
費
税
増
税
と
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
で
零
細
企
業

が
立
ち
行
か
な
く
な
る
」
と
訴
え
て

減
税
と
イ
ン
ボ
イ
ス
中
止
を
訴
え
ま

し
た
。
新
婦
人
は
「
学
校
給
食
無
償

化
」
も
訴
え
ま
し
た
。

参
拝
す
る
人
は
、
何
を
し
て
い
る

の
か
め
ず
ら
し
そ
う
に
眺
め
、
チ
ラ

シ
を
受
け
取
り
、
署
名
し
て
ゆ
く
人

も
あ
り
ま
し
た
ま
し
た
。

門
前
に
並
ぶ
露
天
商
に
宣
伝
す
る

の
で
場
所
の
協
力
を
訴
え
、
「
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
が
実
施
さ
れ
る
と
商
売

が
出
来
な
く
な
り
、
重
税
が
果
た
さ

ら
れ
る
。
断
固
反
対
し
よ
う
」
と
訴

え
る
と
、
「
そ
う
だ
、
い
い
こ
と
言
っ

て
く
れ
る
、
頑
張
っ
て
く
れ
」
と
激

励
さ
れ
ま
し
た
。

巣鴨駅
シール
投 票

軍
事
費
拡
大
の
財
源
は
庶
民
大
増
税

賛
成
０
・
反
対
２
１

日
本
が
先
に
攻
撃
す
る
戦
争
に
賛
成

賛
成
０
・
反
対
１
９

12
月
24
日
、
巣
鴨
駅
前
、
全
国
の

会
、
東
京
の
会
、
豊
島
の
会
の
合
同

宣
伝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

導
入
以
来
34
年
目
、
怒
り
の
行
動
が

全
国
で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
JR
巣
鴨

駅
は
34
年
間
、
雨
の
日
も
雪
の
日
も

行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
岸

田
自
公
政
権
の
「
安
保
３
文
書
」
閣

議
決
定
、
大
軍
拡
・
大
増
税
に
怒
り

を
持
っ
て
訴
え
ま
し
た

シ
ー
ル
投
票
を
行
い
、
「
軍
事
費

拡
大
の
財
源
は
庶
民
大
増
税
」
は
賛

成
か
反
対
か
、
「
日
本
が
先
に
攻
撃

す
る
戦
争
（
敵
基
地
攻
撃
）
に
賛
成

か
反
対
か
の
問
い
に
賛
成
ゼ
ロ
、
反

対
が
圧
倒
的
で
し
た
。
東
京
の
会
か

ら
も
、
「
戦
争
準
備
の
た
め
の
重
税

を
押
し
付
け
る
岸
田
政
権
を
か
え
ま

し
ょ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

文
京
区
の
女
性
は
「
物
価
高
で
生

活
が
大
変
少
、
イ
ン
ボ
イ
ス
は
受
注
側

に
も
理
解
が
広
が
っ
て
い
な
い
、
埼
玉

県
の
男
性
は
「
内
閣
支
持
率
が
低
い
の

に
」
５
年
先
の
軍
事
費
ま
で
閣
議
決
定

す
る
岸
田
政
権
は
暴
走
し
て
い
る
」
と

怒
り
を
あ
ら
わ
に
し
ま
し
た
。

森
永
康
平
の
ピ
ズ
ア
ッ
プ
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
取
材
を
受
け
る

消
費
税
を
な
く
す
板
橋
の
会
と
板
橋

各
界
連
絡
会
は
12
月
23
日
、
高
島
平
駅

前
で
寒
風
を
つ
い
て
定
例
宣
伝
。
40
年

ぶ
り
の
物
価
高
騰
の
な
か
岸
田
政
権
は

国
民
の
困
難
に
役
立
つ
政
策
を
や
っ
て

い
な
い
、
戦
争
に
直
結
す
る
大
軍
拡
を

や
め
さ
せ
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

大
田
六
郷
の
会
は
１
月
８
日
、
雑
色

駅
で
11
時
か
ら
20
人
の
参
加
で
宣
伝
行

動
。
強
行
採
決
か
ら
34
年
、
３
％
か
ら

30
年
か
け
て
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
が
、
社
会
保
障
を
口
実
に
増
税
さ

れ
た
が
社
会
保
障
は
改
悪
の
連
続
、
後

期
高
齢
者
や
、
医
療
費
や
介
護
保
険
の

負
担
増
な
ど
改
悪
ば
か
り
、
政
治
を
変

え
ま
し
ょ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

板
橋
の
会
が
高
島
平
で
宣
伝

六
郷
の
会
が
8
日
雑
色
駅
で

い
っ
せ
い
地
方
選
挙
勝
利
で

岸
田
自
公
政
権
を
追
う
込
も
う

宣
伝
し
て
い
た
ら

経
済
学
者
の
森

永
康
平
氏
（
森
永
卓
郎
氏
の
息
子
）

の
リ
ア
ル
経
済
学
の
取
材
を
う
け
ま

し
た
。
巣
鴨
の
ク
リ
ス
マ
ス
風
景
と

し
て
、
「
サ
ン
タ
の
格
好
を
し
て
宣

伝
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
」
と
取

材
を
受
け
ま
し
た
。
「
消
費
税
廃
止

へ
34
年
間
毎
月
や
っ

て
い
る
」
に
驚
き
、

シ
ー
ル
投
票
す
る

な
ど
対
話
に
な
り

ま
し
た
。
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
観
ら
れ
ま
す
。

拡
散
し
ま
し
ょ
う
。
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【請願項目】

都議会として、消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書
を政府に送付してください

【請願理由】
消費税増税、新型コロナウイルス感染拡大により、勤労者・ひとり親家庭・フ

リーランス・個人事業者の収入減少が続き、それに燃料費・物価高騰の影響が追

い打ちをかけ多くの国民にさらなる生活困窮の影響が出ています。フリーラン

スや中小業者は事業の継続自体が困難になっています。倒産件数は２０２２年

に入り増加傾向が続き、とくに東京都はコロナ関連倒産が全国唯一の業者比

0.2％台と突出しています。

こうした状況下にもかかわらず、2023 年 10 月からインボイス制度（適格請求

書等保存方式）が実施されようとしています。インボイス制度が実施されれば、

中小事業者やフリーランスの事務や消費税負担の増加につながります。消費税

の免税事業者に新たな負担を強いる制度は、物価高騰の中、コロナ禍から再起を

図る事業者の重い足かせとなります。インボイス制度によって、新たに 2480 億

円の消費税収が増えると財務省が試算するように、実施されれば消費者の負担

が増えます。500 万社ともいわれる売り上げ１０００万円以下の免税業者は課税

業者を選択しなければ、取り引きから排除されるおそれが指摘されています。

業界団体や税理士団体からも実施中止・延期の声があがり、アニメや漫画、作

家、ライターなどのフリーランス方々も業界存続の危機であると声を上げてい

ます。政府与党の打ち出している「激変緩和措置」は一時的なものであり、こう

した負担を取り除くものではありません。

免税業者・フリーランスを廃業の危機に追い込む消費税インボイス制度の実

施中止を強く求めます。

消費税廃止東京各界連絡会
消費税廃止東京各界連絡会は12月6日、「消費税インボイス制度

の実施中止を求める意見書」の提出を求める請願と「消費税５

％減税を求める意見書」の提出を求める請願を都議会に提出し

ました。それに先立ち、都議会のすべての会派を訪問、減税と

インボイス反対の必要性を語り、意見書採択に協力を要請しま

した。

消費税をなくす東京の会です。全国で167万人、東京でも22万7千

人が参加して34年間、「憲法違反の消費税をなくしてほしい」と運

動を続け、いま、『消費税 憲法変えれば戦争税ℬ」の旗を高く掲

げて運動をすすめている市民団体です。

岸田自民・公明政権の日本を危険な戦争に引き込む道を許さない

という私たち「消費税をなくす会」の訴えにお耳をお貸しください。

みなさん消費税導入以来34年間で、国民一人当たり約400万円の

消費税を払ってきたことになります。「福祉のため」やれ「教育の

ため」といってきたのに良くなった福祉は一つもありません。年金

は下げ続け、健康保険料はあげ、大学の授業料は世界一高い、私た

ちの納めた消費税は一体どこに行ったのでしょうか。大企業の税金

を負けてやることに使われたんです。年々増える軍事費に使われた

んです。政党助成金に使われたんです。そして何よりも大企業の内

部留保のため込み、それが500兆円を超えました。国家予算の４年

分です。この２％を回すだけで、働く人の賃金時間１５００円が実

現するんです。日本銀行がいくらお金を刷っても世のなかにお金が

回らない。不況にあえぐ中小企業、賃金が上がらない労働者、子ど

もの貧困が深刻です。こんな政治を変えようではありませんか。

みなさん、毎日の暮らしはいかがでしょうかい、電気料金から野

菜、インスタントラーメンまで、２万種類もの物価の値上げです。

寒い冬に向かうのに暖房も控えめにすごしています。私たちの毎日

の暮らしも財布も冷え込んでいます。それにさらに消費税を増税し、

少ない収入のフリーランスやシルバー人材センターなどから税金を

徴収するインボイス制度まで導入するというんです。

みなさん、こんな国民が苦しんでいるのに、こういう時に、岸田

自公内閣は国会の審議もせずに、内閣だけで「専守防衛」を捨て、

相手国内へ攻め込む「敵基地攻撃能力」の保有など「戦争する国づ

くり」を決めました。憲法の恒久平和主義をかなぐり捨て、日米軍

事同盟強化の「戦争する国の道」を進もうとしています。軍備強化

のためアメリカで古くなった巡行ミサイルトマホーク５００機、２

１１３億円も払って購入するなど、４年間で４３兆円、世界第３位

の軍事大国への道をすすめています。それをすすめる財源をつくる

ために、さらに法人税や消費税の大増税、インボイスをすすめよう

としています。

戦後７７年、２０００万人のアジアの人々、３１０万人の日本人

の命と引き換えにつくられた憲法９条のもと、自衛隊をつくっても、

ベトナム戦争があっても、イラン・イラク戦争があっても日本は戦

争に参加せず、一人の外国人も日本の自衛隊員も殺したり殺された

りしませんでした。許せないではありませんか？

この日本の戦後の平和を岸田自公政権は根柢から覆してアメリカ

と一緒になって戦争準備に突入しようとしています。私たち「消費

税をなくす会」はみなさんの納めた消費税がアメリカと一緒になっ

て世界のどこへでも攻め込んでいける戦争に使われることに断固反

対して、命と平和を守るために全力をあげてまいります。

みなさんと共に「戦争反対、命を守れ！」、いま、戦禍に見舞わ

れているウクライナに「プーチンは直ちにウクライナから手を引け」

という声と共に、岸田自公政権に対して、国民の平和を希む声を届

けてまいります。みなさんの「戦争準備の税金増やしはご免」戦争

でなく９条外交で戦争を防ぐことを求める署名にご協力ください。

政治の主人公はみなさん国民一人ひとりです。自民党でもなけれ

ば公明党でもありません。ましてや旧統一協会でもありません。み

なさんの戦争反対、トマホークなどアメリカ製の武器を買うために

税金を納めるのはごめん、消費税５％に減税して買いものをする人

も商売をやる人も学生も子どもも不況から抜け出す政治を実現しよ

うでありませんか。戦争準備で国民を苦しめる政治はもう変わって

もらおうではありませんか、私たちの暮らしと平和を守る政治を実

現しましょう。消費税増税反対、インボイス制度反対の国会請願署

名への御協力を心から訴えまして、「消費税をなくす東京の会」か

らの訴えを終わらせていただきます。ありがとうございました。

12月24日巣鴨駅、1月4日富岡八幡宮の宣伝で「消費税をなくす東京の会」

事務局が演説した原稿です。参考にしたください
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